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はじめに 

 

福島県は、東に阿武隈高地、西に奥羽山脈や越後山脈といった山々が連なり、その山脈

の間には阿武隈川や阿賀川、只見川が流れています。また太平洋に面しており、沿岸には

干潟や砂浜などがみられます。 

こうした福島の多様な環境の中で、様々な個性を持った多種多様な生きものが生息・生

育しています。 

私たちは、きれいな空気や水、食べ物をはじめ衣料や紙、医薬品など、生きものがもた

らす、さまざまな恵みによって、快適で豊かな暮らしを築いています。 

また、先人たちは四季折々の四季に寄り添い、自然と共に生きる中で、自然の恵みを暮

らしに活かす工夫や知恵を積み重ね、地域固有の伝統的な文化を生み出してきました。 

 

現代に生きる私たちは、日々の何気ない暮らしが、生物多様性の恵みの上に成り立って

いることを改めて認識し、自然と共に生きる豊かな暮らしや社会を次世代に繋げる必要が

あります。 

 

一方で、生物多様性は、開発による土地利用の変化や自然に対する人間の働きかけの縮

小、外来種の侵入、気候変動などにより、さまざまな危機にさらされています。2011 年の

東日本大震災では、私たちの生活や自然環境に甚大な被害を与え、現在も震災の影響は続

いています。 

 

このため福島県では、生物多様性を守り、その恵みを持続可能な利用を目指して、今後

取り組むべき課題や行動目標をとりまとめた、ふくしま生物多様性推進計画を策定しま

す。 

 

県民の皆様と生物多様性に関する認識を共有し、生物多様性の保全と利用に取り組んで

まいります。 
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